
 

 

第７３回全国非常通信訓練の概要（新潟ルート） 
 
１ 実施日時 

平成２２年６月２４日（木）１３：１５～ 
 
２ 訓練内容 

非常災害時における情報伝達訓練 
（１）被害想定 

 新潟県東部地域で震度６強の直下型の地震発生。周辺の自治体では複数の建物が倒壊

等し、負傷者も多数出ている。国道やＪＲ線は各地で発生した土砂崩落により寸断状態、

商用電源も各所で停電、複数の集落が孤立している模様。余震や土砂による河川の氾濫

の危険があることから、災害対策本部は被災住民の避難所待避を指示。 
県防災無線及び地域衛星ネットワーク系の通信手段は使用不能状態。一般公衆電話回

線や携帯電話は通信の輻輳により繋がりにくい状況にある。地域消防本部は消防・救急

波及び防災相互波用の無線局により非常通信の取り扱いが可能な状況。 
（２）通信訓練の流れ（新潟ルート）及び訓練参加機関等 
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